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医薬品名の誤検出」「3. 副作用と関係のない語の誤検出」「4. 文脈の解釈が必要な表現」「5. 偽陰性」「6. 不
適切なコードの付与」の何れかに分類した。不一致の原因のうち検索ルールの修正で対応可能な2, 5, 6に対して
改善を行い、検索ルール改訂後のシステムの性能評価および不一致の原因を改訂前の結果と比較した。 













の構築＞で作成した改訂前後の検索ルールを適用すると、改訂前ではF 値 0.38 となったのに対し改訂後ではF
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＜『P-MedDRA』の作成＞検討 1 で収集した方言および検討 2 で使用した薬歴とクラウドソーシングのデータ
をもとに、患者の表現とMedDRAのPTが紐付いた辞書データを作成した。方言を除いた語の収載語数と分布






語）が『P-MedDRA』となった。このうち MedDRA に対応する語がない患者の表現が 1～2%みられた。
『P-MedDRA』の語は21種類のSOCに分布し、「Patient-Friendly Term List」と比較すると「神経系障害」、
「皮膚および皮下組織障害」が特に集まりやすい傾向にあった。プレアボイド報告81症例172症状を用いた検








プレアボイド報告を用いた検討では重篤な副作用81 症例の症状のうちMedDRA と完全一致したのは6 割で、
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